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日本モンゴル学会秋季大会 1997.11.15

英雄叙事詩の語り方「ハイラハ（õàéëàõ）」について
－アルタイ・オリアンハイの英雄叙事詩とエスニシティ－

上村　明

０．はじめに
　さまざまな芸能を民族全体の伝統的な芸能としてとらえなおし、国家統合の原動力としようする試

みが各地で行われている。今年８月６－９日、モンゴル国ウランバートルにおいてＵＮＥＳＣＯの後援

で開催された「中央（内陸）アジア英雄叙事詩国際シンポジューム・フェスティバル」（モンゴル科学

技術教育文化省主催）もそのひとつといえる。研究発表のあとモンゴル国中から集められた英雄叙

事詩の語り手たちが演奏を披露した。その中心にいたのが、アルタイ・オリアンハイの英雄叙事詩の

語り手アビルメド氏である。

　民族主義的な観点は芸能の地方差や時代的背景を無視して「民族」を一様のものと見なしてしま

う傾向がある。アルタイ・オリアンハイの英雄叙事詩の語りの問題を通して、「モンゴル」という枠組み

が形成されまた現に形成されつつあるという視点を提示したい。

１．"Õàéëàõ" とは何か？－現代の語り手アビルメド氏 Á.Àâèðìýä(1935-) の解説－
－英雄叙事詩の仏教的権威づけ－

「 "Õàéëàõ" とは聞き手が語り手の言葉を聞き取りやすくするための語りの方法である。」
(K.A. Jul 1996)
＊仏の教えを聞き取りやすく語ることが "Õàéëàõ"の目的である。
「英雄叙事詩は俗人のための経典である。僧でない俗人は経を理解できないから叙事詩に

よって仏の教えを知るのである。」(K.A. JUN.1996)
「英雄叙事詩は今から２千年前に起こった事実。英雄叙事詩は仏敵から郷土を守るその宗

教的闘争を描いたもの。(Íàðàíòóÿà1975)

各叙事詩の効用

「強いもの」 vs 「弱いもの」

(õàòóó, äîãøèí, õýö¿¿) 　(çººëºí, íîìõîí, àìàð)

叙事詩の分類と名称 語る日数どんな家で語るか（効用）

ａ）効き目の強い叙事詩 病人が出るなどの苦しみを

1. Òàëûí õàð áîäîí ３日 あじわっている家

2. Äîâîí õàð áºõ (1 の一部) １日

3. Áºõ àëòàí íóäðàì ３日 狼による家畜被害のある家

4. Áóæèí äàâàà õààí ２－３日 もめごとや犯罪に関係した家・

人の土地に行きそこになじめない家

ｂ）中間の叙事詩

5. Ýçýí óëààí áîäîí(3 の一部) １日 叙事詩を敬う家、年に１度しか語ら

ない

ｃ）効き目の弱い叙事詩

6. Áàÿí öàãààí ºâãºí ２日 家畜を失った貧しい家（富裕のため

の叙事詩）

7. Íàðàí õààí õ¿â¿¿í １日 子どものない家

8. Àðãèë öàãààí ºâãºí １日 新婚で子どもを望む家

表 1
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＊英雄叙事詩の主人公は仏である。

1 の叙事詩の主人公は "Ãîìáî"仏である。("Ãîìáî"<T."mgon-po"、"Mahakala",
C.「大黒天」、J.「大黒（大国）」「富の神」。Getty,pp.160-162)
この叙事詩は干害や雪害の時にも語る。一度語れば３年間の害を遠ざけるとされる。"Äîðæ
Çîäîâ"(<T.”rdo-rje-gcod-pa”、「金剛経」)という経を一度読んだのと同じ功徳がある。１
年に３度以上語ると命が縮む。(Íàðàíòóÿà 1975 from Àâèðìýä, Õîâä)
5 の叙事詩の主人公は "Æàìñðàí"仏である。("Æàìñðàí"<T."lcam-sring"「戦争の神、馬
の守護者」Getty,p.151)(Íàðàíòóÿà1975)

＊しかし、このような英雄叙事詩の仏教的体系づけが行われたのは比較的新しく、ボグト・

ハーン政権時代の可能性が高い。

a)１９１１－１３年、アルタイ・オリアンハイはモンゴル国（活仏ボグド・ハーン政権）に
帰属するとともに、ドゥルベト“Ñàéí çàÿàò Äºðâºäèéí áàðóóí ãàðûí ̄ íýí Çîðèãò õàí
àéìàã” に編入された。そこでは語り手のほとんどが僧であり、叙事詩が仏教的に権威づけ
られていた。アルタイ・オリアンハイはその影響を受けたと考えられる。

「"Õàí õàðàíãóé" は "ßàìàíäàã" 仏("Yamantaka"「死の征服者］T. "gshin-rje-gshed", C.
「閻曼德迦」「文殊の化身」Getty,p.164)である。 "Äàéíü õ¿ðýë" は "Æàìñðàí"仏．．．．．
この５人の英雄を "Ëõàì"仏(T."lha-mo" T. "dpal-ldan-lha-mo", S. "Kaladevi", "Sri-devi"
Getty,pp.149-150)が統率する。」 (Öîëîî1967 from Ëõàãâàà, Óâñ)
b) 「アルタイ・オリアンハイの叙事詩の語り手たちは、ドゥルベトにあった書写された叙
事詩を通じて叙事詩を学んだ」(Íàðàíòóÿà1975)
c) ２０世紀前半活躍した語り手 Ø.À÷èëäàà(1881-1959) は、父 Øàâüöàãààí とともに、
叙事詩の語り手であると同時に僧であった。アルタイ・オリアンハイにはこの２人以外、

僧でもあった叙事詩の語り手はいなかった。(K.A. JUL l996) 叙事詩の仏教的体系づけには、
この２人がかかわったのだろう。

d) モンゴル西部辺境のカザフ、オリアンハイでは、宗教活動が３８年まで比較的自由だっ
た。旧右翼大臣旗の”Äàø÷îéíõîðëèí”寺は１９３８年に閉鎖。
“ （カザフの領主たちは、） ..... çºâõºí 1936-37 îíóóäàääóãàí ñ¿ì 7-ã øèíýýð
áàéãóóëæ ......”(õ.57 Ìèíèñ, Ñàðàé 1960)
e) ドゥルベドとアルタイ・オリアンハイでは叙事詩の語り方（発声方法）に違いがある。
ドゥルベドの叙事詩の語り方は"àÿàëàõ"であって、"õàéëàõ"でない。（2,3）

２．「喉歌」(throat singing, guttural singing) と「アルタイ（山）の主」信仰
＊「ハイラハ」はモンゴルの他の地域の英雄叙事詩の語り方より、アルタイ山脈周辺のチ

ュルク民族の語り方に近い。
英雄叙事詩( 高
音のないﾎｰﾐｰ )

ホーミー ツォール

(高音は笛で)
山の主

ｱﾙﾀｲ・ｵﾘｱﾝ
ﾊｲ

òóóëü(名詞)
õàéëàõ(動詞)

õººìèé öîîð àëòàéí
ýçýí

ツォールの伝説

叙事詩は「主」に捧げる

トゥバ òîîë õººìýé øîîð äàã ýýçè

アルタイ êàé øîîð òàã ýýçè ｱﾙﾀｲ・ｵﾘｱﾝﾊｲに共通の

ツォールの伝説の存在

ショル êàé òàã ýýçè

ハカス õàé õàé òàã ýýçè ｱﾙﾀｲ・ｵﾘｱﾝﾊｲに共通の

ツォールの伝説の存在

カルムィク óò òóóëü

バシキール uzlyau kuray
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＊これらの民族では喉歌をめぐる伝説・儀礼に「山の主」が登場する。

　→喉歌は人間の姿をとる聖的な存在とのコミュニケーションの手段である。

３．語り手の系譜と右翼大臣旗の構成

図 1 「アルタイ・オリアンハイ英雄叙事詩の語り手たちの系図」

　　　
┌────┐ △⑤

　△① 　　○　　　　△ 　　△⑩ ｜

　｜ 　　｜ 　　　｜ 　　↓ △⑥

　　　┌───┐　　△⑨　┌───┐ 　　△⑪

　　　○　　　○＝＝＝＝＝△⑮　　△⑭

　　　｜　　　　┌─┴─┐

　　　△⑬　　　△⑯　　△⑰

①Æèëüêýð(1858or59-1935) Îîðöîã ñóì, õîðõîí ýëêýí
②Äóõ Îîðöîã ñóì
③Á. Äàø îäîîãèéí Áª àéìãèéí Áóëãàí ñóì
④Ñ.Áàëäàí(1910-?) Àõ ñóì
⑤Øàâöàãààí ⑥À÷èëäàà Äà ëàìûí øàâü íàð
⑦Öàãààííîõîé(1880s-1920s) ?
⑧Ìóõàð ãàðûí Áàðèóë(1901-31) ?
⑨Ø.Áóÿí(1898-?) ?
⑩Äàìäèí Öýðâýý ñóì
⑪Ñ.×îéñ¿ðýí(1911-79) Öýðâýý ñóì
⑫Äàâààí ×îéðîã Öýðâýý ñóì
⑬Ç.Ðýíöýí(1913-80) ?
⑭Ã.Øèðýíäýâ ⑮Ã.Áààòàð(1903-46)Öýðâýý ñóì
⑯Á.Óðòíàñàí(1927-) ⑰Á.Àâèðìýä(1935-)

＊語り手の系譜はÆèëüêýð から始まる。
＊語りの継承の多くは血縁による。

＊語り手の多くはアルタイ・オリアンハイ旧右翼大臣旗のオールツォクかツェルベー・ソ

ムの人間。

オールツォク（鄂爾楚克）の右翼大臣旗帰属
Ａ）

乾隆二十四年。秋、八月。甲甲。

諭定邊左副將軍成 札布等、辨理新撫烏梁海事宜。

上諭軍機大臣曰。成 札布奏稱、副都統莫尼扎卜等。招降察罕喀巴等處之卓特巴、博碩昆

等五十七戸。伊等倶鄂爾楚克部落。原在阿爾台遊牧。以皮爲賦。應附入烏梁海大臣管轄等

語。卓特巴授爲章京。巴彦授爲驍騎校。所属二十九戸。歸内大臣察達克管轄。博碩昆授爲
章京。雅爾里克授爲驍騎校。所属二十八戸。歸散秩大臣圖布慎管轄。

『平定準 爾方略』正編巻七十六、十七－十八葉
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Ｂ）後十二鄂拓克。

・・・

特楞古特。四宰桑、人四千戸、鄂爾楚克。一宰桑、人五百戸、烏爾罕濟蘭。一宰桑、人八

百戸、爲一鄂拓克。

『欽皇輿西域圖志』官制一、巻二十九、五葉

＊オ－ルツォクはツァガーン・ハバ川の辺りにいて清朝に降った集団。アルタイ山脈で遊牧

をしていた。

＊オ－ルツォクはジューンガルの中ではテレングートとひとつのオトクであった。

＊テレングートはテルートとならび、アルタン・ノール・オリアンハイ部の構成部分。現在

のロシア・アルタイ共和国の住民の祖先。

＊トゥバ（旧唐奴烏梁海）のケムチク旗にも îîðæàê ソムがあった。

右翼大臣旗の構成
Ａ） アハ・ソム（Àõ ñóì）：「旗全体を統治指導するソム」「よそ者たちのソム」
主な氏（ýëêýí）：õîëäîí, õîéä, îðüÿñ, õàð÷èí, äºðâºä, á¿ðä, çààìàä, çóóí-íàñò
Ｂ）ミャンガト・ソム（Ìÿíãàä ñóì）：「旗の事務を司る役人たちのソム」
氏(ýëêýí)：õàñàã àðâàí, áàÿí-ºëçèé àðâàí, øàð äàðõàä, õàð äàðõàä, õîî äàðõàä, ýì÷
Ｃ）オールツォク・ソム（Îîðöîã ñóì）：「一般牧民のソム」
 氏（ýëêýí）：õîðõîí, í¿öãýä, òºíõºí øàãç, ñàÿâàí àðâàí, áºäººí àðâàí, óëààí, á¿ëýýí,
áóðèàä
Ｄ）ツェルベー・ソム（Öýðâýý ñóì）：「一般牧民のソム」
氏（ýëêýí）： øàæèí, áóðãà
＊ソムは規範的に外婚集団。

＊エスニシティの変化

　　a) ハルハによる管理→アルタイ・オリアンハイ七旗全体のハルハ化（cf.ムニジャブ）
　　b) アハ・ソムへの他の部からの流入→右翼大臣旗のオイラト化
　　c) オールツォク・ソムの変化（ボグト・ハーン時代のバガ・ラマタン）

４．まとめ
＊アルタイ・オリアンハイの英雄叙事詩はモンゴル語で語られるが、音楽的には現在のア

ルタイ山脈周辺のチュルク系民族の英雄叙事詩の語り方と共通し（直川１９９３）、モンゴ

ルのほかの集団とはことなる。

＊アルタイ・オリアンハイとそれら民族とのつながりは、歴史資料によってある程度まで

跡づけることができる。

＊モンゴルが清朝からの独立国の建設を目指したボグド・ハーン政権の時代、アルタイ・

オリアンイの語り手たちは、仏教的体系化をすることで国家の要請にこたえようとした。

５．おわりに
　アルタイ・オリアンハイの英雄叙事詩の変化を、「チュルク系集団のモンゴル化」という

単純な枠組みで見ることはできない。それが言語的な予見をともなっているときはなおさ

らである。英雄叙事詩の語りを継承してきた「オールツォク」という集団がチュルク系言

語を話していたか、モンゴル系言語を話していたか、二言語使用者であったか、また集団

の中でも違いがあったかを明らかにできないからである。言語によってエスニックを区別

しようとすれば、それは現代の国家・民族のあり様を過去に投影してしまうことになる。

（オリアンハイの例から見ると清朝は言語よりむしろ生業（税）をエスニシティ区別の基

準として優先させていたのではないだろうか？）
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　　　　 １９８8「阿勒泰烏梁海社会歴史述略」『中央民族学院学報』（1988:1）

森田稔１９９６「中央アジア・北アジア」『アジア音楽史』第６章、音楽の友社

中野純１９９３『日本人の鳴き声』ＮＴＴ出版

直川礼緒１９９３,“アジア中央部の喉歌と楽器”、『口琴ジャーナル』７
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ゾーヤ　クィルグィス１９９３、“トゥヴァのホーミーの起源”、『口琴ジャーナル』７

音声サンプル

1)アルタイ・オリアンハイの英雄叙事詩の語り
 ‘Qar Kököl Baatar(Le Héros à la tresse de cheveux noirs)' interprèté par Q.Sesser (chant et
tobshuur) in "Mongolie:Chants kazakh et tradition épique de l'Ouest", OCORA Radio France,
1993 (Enregistrements effectués en octobre 1984 et août 1990, en mongolie, par Alain
Desjacques)
2)ドゥルベトの英雄叙事詩の語り１
“Õààøàà äàøàà ìîðüòîé Õààí öýðãèéí áààòàð", Ö.Çîäîâ(1910-86), recorded in
Ulaangom, Uvs, Mongolia, 1980, モンゴル科学アカデミー言語文学研究所所蔵テープ
(2172/577-1-1)
3)ドゥルベトの英雄叙事詩の語り２
"Äóóòàé ìºíäºð õààí", Ã.Õàéíçàí (1915-?), recorded in Ulaangom, Uvs, Mongolia, 1979.
モンゴル科学アカデミー言語文学研究所蔵テープ(2008/543-1,2-1)
4)ショルの英雄叙事詩の語り (kaï)
‘Ahltyn Zaltyn’(Golden Wind), Mikhaïl Kauchakov, recorded by P.Simonin and P.Bois in JUN
1991. “Chants Épiques et Diphoniques, Asie centrale, Sibérie / Touva, Chor, Kalmouk, Tadjik
Vol. 1”, 1996, INÉDIT
5)アルタイの英雄叙事詩の語り
‘Maaday Kara’, Aleksey Kalkin, vocal and topshuur, recorded in 1972 by Radio Moscow.
“Uzlyau, Guttural singing of the poeples of the Sayan, Altai, and Ural Mountains”,1993,
PAN2019
6)カルムィクの英雄叙事詩の語り
‘Jangar’, Öàãààí-Çàì(1957-), recorded by P.Simonin and P.Bois in Jun. 1991.
“Chants Épiques et Diphoniques, Asie centrale, Sibérie / Touva, Chor, Kalmouk, Tadjik Vol. 1”,
1996, INÉDIT
7)アルタイ賛歌
‘Altain magtaal’, Nanjid Sengedorj, recorded by Chris Johnston in Xovd City on 18 SEP 1994.
“Jargalant Altai, Xöömii and other vocal and instrumental music from Mongolia”,1996,
PAN2050
8)モンゴル・ホーミー
‘Medley of xöömii styles’, Nanjid Sengedorj, recorded by Chris Johnston in Xovd City on 18
SEP 1994. “Jargalant Altai, Xöömii and other vocal and instrumental music from
Mongolia”,1996, PAN2050
9)トゥバ・ホーメイ
‘Khöömii’, Toumat, recorded by J.Gonçalvès in Dec. 1983. “Chants Épiques et Diphoniques,
Asie centrale, Sibérie / Touva, Chor, Kalmouk, Tadjik Vol. 1”, 1996, INÉDIT
10)バシキールのＵｚｌｙａｕ
‘Uzlyau’, Mansur Uzanbayev from the village of Akyar, district of Haybulla, Bashkiria.
“Uzylau, Guttural singing of the poeples of the Sayan, Altai, and Ural Mountains”,1993,
PAN2019
11) 笛の一種ツォールの演奏
Ï.Íàðàíöîãò(×óõàé)(1921-), "Ýýâèéí ãîë (Ehv River)", "Æîðîî ìîðèíû ÿâäàë (Walk
of an Ambler)", recorded by Kamimura Akira in Duut, Hovd, Monglia, Aug. 5 1995.
12)バシキールのＫｕｒａｙ
‘Soldier’s March’, Azat Aitkulov from Ufa, Bashkiria.
“Uzylau, Guttural singing of the poeples of the Sayan, Altai, and Ural Mountains”,1993,
PAN2019
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表 2「アルタイ・オリアンハイ七旗構成」

左翼

①　Ç¿¿í àìáàíû õîøóó「左翼大臣旗」
itegemjitU gUng(beyise)　ガルサンジャブ（Galsangjab）

(左翼散秩大臣職は道光 22年～、參領唐 祿…姜岱(輔国公)－太平(鎮国公)（cf.張 p.963）)
②　Ìýýðýíãèéí õîøóó 「副都統(meyiren)旗」

jidgUltU beyise　ツァガーンビリグ（caGangbilig）

③　Öàãààí(Àê) ñî¸íû õîøóó 「白ソヨン旗」
eyetei gUng トゥルバト（tOrUbatu）

④　Õàð(Óëààí) ñî¸íû õîøóó 「黒（赤）ソヨン旗」
joriGtu gUng サンドンジャブ（sangdungjab）

右翼

①　Áàðóóí àìáàíû õîøóó 「右翼大臣旗」
darqan beyise バルダンドルジ（baldangdorji）

②　Õºõ ìîí÷îãèéí (Øàð äààãèéí) õîøóó 「フフ・モンチョク（シャル・ダー）旗」
yosutu gUng オチルジャブ（vcirjab）

③　Äºíõºð õîøõóó「ドゥンクル旗」
saraGul gUng ゴンボジャブ（Gombujab）

資料 1「ツォール、トブショールの発生起原伝説」

Ａ）ツォール発生伝説
Ýðò óðüäûí öàãò Ýýâèéí ãîëûí õºâººíä íýã ºí÷èí õ¿¿õýä ãàçàð óõàæ æèìñ íîãîî
îëæ èääýã áàéæýý. Òèéíõ¿¿ íýãýí ºäºð ãàçàð óõàæ áàéòàë íýã ãî¸ õ¿¿õýí (Àëòàéí
ýçýí) èðýýä ÷è îäîî ãàçàð ìàëòàõûã áîëü. Áè ÷àìä íýã ìîä ºãüå. ×è òýð ìîäîîð äóó
ãàðãàæ õîîëîî îëæ èä ãýæýý. Òýãýýä Çàðààò ãýäýã ìîä ºãººä ÿâñàí àæ. ¯¿íýýñ öóóð
¿¿ññýí áàéíà.
(Recorded by K.A. from Narantsogt in Duut sum, Hovd aimag on Aug 5, 1995)

Ｂ）ツォールとアルタイの主の伝説
Õî¸ð õ¿í àíä ìîðäæýý. Ãýòýë åð àí òààðàëäñàíã¿é, áîëæìîð ÷ àòóãàé àëæ èäýæ
÷àäñàíã¿é ãýíý. Òèéíõ¿¿ õîîëã¿é áîëîîä ºëñººä ÿâæ áàéæ. Òýð õî¸ð õ¿íèé íýã íü
äàëäûí þì ¿çäýã, íºãºº íü þì ¿çäýãã¿é õàðèí öóóð ¿ëýýäýã õ¿í áàéñàí áàéíà. Ãýòýë
íýã îðîé þì ¿çäýã õ¿í õýëæýý: “×è öóóðàà ¿ëýý. Ìàðãààø àí àëàãäàæ ìàãàäã¿é”
ãýæýý. Òýãýýä òýð îðîé öóóðàà ¿ëýýæýý.
Èíãýýä àëòàéãàà ìàãòàæ áàéòàë àëòàéí ýçýí ñàâäãóóä á¿ãäýýðýý òýð õ¿íèéã øàâæ
ñóóæýý. Òýð ¿åä Àëòàéí íýã ýçýí áàãòàëöàõã¿é, öóóð ¿ëýýã÷ õ¿íèé õàìàð äýýð íü ñóóæ
áàéãààä õàëüòèðñàí áàéíà. ¯¿íèéã õàðààä äàëäûí þì ¿çäýã õ¿í èíýýæýý. Ãýòýë öóóð
¿ëýýæ áàéñàí õ¿í óóðëààä ¿ëýýõýý áîëü÷èõîæ ãýíý. Àëòàéí ýçäèéí òîëãîéëîã÷
õàëüòèðñàí òýð íýãýíä ÷àìààñ áîëæ Àëòàéí ìàãòààë ñîíñîæ ÷àäñàíã¿é, ×èíèé ãàíö
äàéðòàé õàð áóãûã ýäýíä ºãíº ãýæýý.
Ìàðãààø ºãëºº òýð õî¸ð àíä ÿâààä íýã òîì áóãà àëæýý. Òýð íü óíàæ áàéñàí ó÷èð
äàéðòàé áàéæýý. Èíãýýä “Àëòàéí óðàì” ãýæ äàõèàä öóóðäñàí áàéíà.
(Recorded by K.A. from Narantsogt in Duut sum, Hovd aimag on Aug 6, 1995)

Ｃ）トブショール発生の伝説
Ýðò äýýð öàãò íýã ÿäóó àí÷èí, ¿çìýð÷ àí÷èí õî¸ð õàìò ãºðººëºõººð ÿâæ áàéæýý.
Îëîí õîíîã õîîë óíäã¿é õîîñîí çýëì¿¿í àí õàðààä íýã ÷ þì òààðàëäñàíã¿é ãýíý.
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Òýãýýä íýã îðîé õîíîãèéí ãàçàð òààð÷, ¿çìýð÷ íü íºãºº àí÷èíäàà ,“Çà ÷è, Àëòàé
äýëõèéãýý íýã ñàéõàí áàÿñãàæ ºã. Óóë óñíû ýçýä áàÿñäèéì ãýëýý. Òýãâýë Àëòàé
äýëõèé ÷è áèä õî¸ðò õèøãýý õàéðëàõ þó ìàãàä” ãýæ õýëäýã þì áàéæ. Çà çóó
áîëîëöîîä õî¸óëàà ýðòõýí íýã ñàéõàí óóëûí áýëä áóóæ, öàé óíäàà õèéæ óóãààä,
õýâòýæ àìàðñíû äàðàà àí÷èí õ¿í ìààíü Àëòàéãàà õàéëæ ãàð÷ äýý.
Àëòàé õàéëæ ãàðàõòàé çýðýã Àëòàéí øèâäýã ñàâäàã õ¿íèé í¿äýíä ¿çýãäýõ îëîí àìüòàñ
öóãëàí èðæ, òýð Àëòàé õàéëñàí õ¿íèé ºâäºã ººä àâèðààä õîðìîé õîò, ýýì äàë, ýíãýð
öýýæ, òîëãîé ýõã¿é, òîéðîí ñóóæ ÷àãíàñàí ãýíý. Õàìàð, í¿ä àìã¿é áàãòàæ ÿäàí ñóóæ
áàéòàë õàìãèéí ñ¿¿ëäõýí íýã òàÿã òóëñàí äîãîëîí ÷àâãàíö õ¿ð÷ èðýýä ñóóäàã ãàçàðã¿é
áîëîõîîð óðóóë ººä íü ç¿òãýæ áàéãààä õàëòèðààä óíà÷èõæýý. Õàëòèðààä óíà÷èõëààð
òýð Àëòàé õàéëæ áàéñàí õ¿íèé óðóóë íü àÿíäàà òîâøèãäîæ íýã æààõàí ººð àâèà
ãàðñàí áàéíà. Ýí¿¿ãèéí íü õàðààä ñóóæàéãààä ¿çìýð÷èí õ¿í íü èíýý÷èõäýýð Àëòàé
õàéëæ ñóóñàí õ¿í íü óóðëàæ, “Ýçã¿é õýýð õî¸óëàõíàà ÿäàð÷ ç¿äýð÷ ÿâàà áàéæ,
íýãèéãýý òîõóóðõàæ, äîîãëîëîî ãýíý ýý. Áè þó õýë÷èõýâ, ÿà÷èõàâ. Íàäààð ýëýã
íààäàì õèéõ ãýæ õýë¿¿ëñýí þì áàéíà” ãýýä Àëòàé õàéëàõàà áîëü÷èõñîí ãýíý.
Èíãýõòýé çýðýã íºãºº Àëòàéí ýçýä îëîí àìüòàñ õîîðîíäîî ìàðãàëäàæ, òýð øèâäýã
ñàâäàãèéí àõëàà÷ íî¸í áîëîëòîé íýã íü ºíººõ äîãîëîí ÷àâãàíöàä, “×àìààñ áîëîîä
ýíý ñàéõàí Àëòàéí ìàãòààë ñîíñîæ ÷àäñàíã¿é òàñëóóë÷èõëàà. Ñ¿¿ëäýæ èðýõ ìºðòºº
õ¿íèé àì õàìàð äýýð ÷ ãàðààä ñóó÷èõàæ ÷àäàëã¿é õàëòèð÷ óíààä, òýðíýýñ ¿çìýð÷èí
õ¿¿ èíýýãýýä èéì áîë÷èõëîî. Åðººñºº ÷èíèé ãàíö äàéðòàé õàð öàðû ÷èíü ìàðãààø
ýíý õî¸ð àí÷èíä ºãººä ÿâóóëíà äàà” ãýæ çàãíààä òàðààä ë ñóóäàã þì áàéæ.
Òýãýýä “Çà òóóëü÷èí ãóàé áèòãèé óóðëà. Áè õýâ õýðýãòýé þìíààñ áîëîîä èíýý÷èõëýý.
Ìàðãààø ó÷èð ÿâäëàà ÿðúÿ äàà. Îäîî ç¿ãýýð òàâòàé óíòàæ àìàðöãààÿ” ãýýä ÿìàð ÷
áàéñàí ìàðãààø îëç îìîãòîé ÿâàõ þì áàéíà ãýæ áîäîîä ÷èìýýã¿éõýí óíòààä ºã÷
ãýíý.
Óíòàæ õîíî÷èõîîä ìàðãààø ºãëºº íü áîñîîä óðüä õºòºë äýýð ãàðòàë íóðóó íü
äàéðòàé , ýâýð íü õóãàðõàé õ¿ðýí áóãà òààð÷ ãýíý. ò¿¿ãýý àëæ àíãèéíõàà îëçûã õóâààæ
àâñíààñ õîéø ¿çìýð÷èí õýëæ äýý.  “ª÷èãäºð îðîé îíöûí ÷ þì áîëîîã¿é. Èíãýýä
Àëòàéí øèâäýã ñàâäàã òóóëü ñîíñîõ ãýæ öóãëàðààä áàéòàë õàìãèéí ñ¿¿ëä íýã äîãîëîí
÷àâãàíö õîæäîæ èðýýä óðóóë äýýðýýñ ÷èíü õàëòèð÷ óíàñíààñ áîëîîä áè èíýý÷èõñýí
þì. Õàðèí òà íýã òîâøèõ õºãæèìòýé õàéëáàë òóóëü èõ ñàéõàí áîëìîîð þì áèëýý. Áè
òàíä òîâøèõ, õºãæèì õèéæ ºãüå” ãýëöýýä øàð õàðãàéí äàëàíã óõàæ, õî¸ð ÷èõ ãàðãààä
ìîðèíûõîî ñ¿¿ëýýð õÿëãàñëààä, óóë àãíàñàí àíãèéí òîëãîéã äóóðàéëãàí ñèéëæ
ñóóëãàñàí ãýäýã þì.
(Òóÿàáààòàð1995,pp.51-52)

Ａ）ハルハの副都統、オリアンハイの管理
  olan_a ergUgdegsen-U qoyaduGar on(1912)-du daGar-a iregsen
  dOrbed-Un sayin jayaGatu jegUn Gar-un batu irUgeltU tegUs kOlUg
  dalai qan ayimaG-un jasaG wang gUng_Ud-Un Sastar-un qoriyangGui.

tabuduGar
 dOrbed-Un baraGun Gar-un Unen joriGtu qan ayimaG-dur qabsuraGsan
 itegemjitU jasag ulus-tur tusalaGci gUng nacuGdorji, uG ebUge

   ijaGur-un tUSmel bayiGuluGsan cadag(察達克), cing ulus-un tegri-yin tedgUgsen-U
   qoriduGar on-dur dotuGadu sayid-un tusiyal-dur toqun talbijuqui.
   Gucin qoyaduGar on-du Ugei boljuqui.

資料2 　ムニジャブ（莫尼扎卜）について
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　angq-a udaG-a cadag-yin kUbegUn tasqal-i sula sayid talbijuqui.
   tegri-yin tedgUgsen-U qorin tabuduGar on-du, uriyangqai-yi jakiraqu
   qalq_a-yin meyirin-U janggi mOnijab(莫尼札布)-luG_a kerUlden jangcildaGsan ucir-a
   bayilGajuqui.

”jarliG-iyar toGtaGaGsan mongGol ulus-un Sastar-un naimaduGar debter””
モンゴル国立中央図書館蔵

(“Çàðëèãààð òîãòîîñîí ìîíãîë óëñûí øàñòèðûí õóðààíãóé”I,II,1997,ÓÁ.)
Ｂ）税・俸禄の管理

乾隆二十二年。冬、十月。乙丑。

諭定邊左副將軍策布登札布、辨理新撫烏梁海事宜。

上諭軍機大臣曰。・・・從前伊等毎戸原納準 爾貂鼠六個。後經減二交四。今著加恩止納二

貂。倶交輿莫尼扎卜傳諭。併計其戸口若干。應納貂鼠若干。呈報具奏。其察達克管属下。

既倶納賦。則伊等亦應給俸亦交莫尼扎卜査辨按其品級。照内地官員。減半支給。從前辨理

烏梁海事務。専委策布登札布、今著車木楚登札布。一同管理。前令伊回遊牧休息。今既同

察達克等、辨理烏梁海博和勒等事。自應奮勉前往効力。竣事之後。再回遊牧。

『平定準 爾方略』正編巻四十四、三十九－四十葉

Ｃ）オリアンハイ征服に功

乾隆二十三年。春、正月。戊申。

命賞副都統職銜莫尼扎卜食俸。

上諭軍機大臣曰。・・・・莫尼扎卜、招服烏梁海。頗知奮勉。・・・著賞給副都統俸。以示

奨励。

『平定準 爾方略』正編巻四十九、一－二葉

Ｄ）オリアンハイ事情に精通

乾隆二十三年。春、二月。乙亥。

署定邊左副將軍納穆札爾、疏奏定議烏梁海爵祿貢賦等事宜。

納穆札爾奏言。・・・・又據車木楚克札布告稱、奉上曰管理烏梁海事務。一應催科詞訟。必

須諳練之員。副都統莫尼扎卜、深悉烏梁海情形。可否令其協辨事務。・・・

『平定準 爾方略』正編巻五十、二十三葉

Ｅ）タンヌ・オリアンハイ（唐奴烏梁海）管理を任される。
乾隆二十七年。五月。乙卯。

議鑄給札喀沁、烏梁海部落印信等事宜。

定邊左副將軍成 札布等奏言。現在札喀沁等一旗。阿爾台烏梁海七旗。唐奴烏梁海四旗。

各安耕牧。倶在 倫以外。雖各有總管。未經頒給印信。一切出入行走。殊多不便。査從前

都爾伯特汗、王、札薩克等請給印信。臣等具奏。蒙恩頒發。謹援例示代請一體賞給。其唐

奴烏梁海等尚未韻習事體。所給印信。或暫交副都統莫尼扎卜掌管。・・・

『平定準 爾方略』續編巻十七、六葉

Ｆ）ポズドニエフの記述の誤り

ポズドニエフ１９０８『蒙古及び蒙古人』（東亞同文會訳）４７６ページ
A.M.Pozdoneyev, (tr. from Russian by J.R.Shaw and D.Plank), 1971, Mongolia and the
Mongols Vol. 1,Indiana Univ.p.241
「行政上の関撃に於いては、此烏梁海人七ホシュン（旗）に区分せられ、二名のアムバン

（長官）四名のダー及び一名のメーレニ之を管理す、メーレニは啻に己のホシュンのみな

らす、七ホシュンの首長と見做さる。往昔、ソイン人喀爾喀の台吉一名を招聘して、管理

の任に當たらしめたり、之をソイン即ち烏梁海メーレニ族の祖とす。」
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地図 2 「口琴ジャーナルＮｏ．７」１９９３、５ページより


